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次号予告　　63 巻　4号 ヘッドライン： 市民として必要な基礎・基本の化学Ⅸ 
―児童・生徒・学生からでてきた疑問―

　自然科学教育では，実験により現象や物質の性質を体感し，これとともに理論や法則
を刻みつけることが不可欠である。しかし，特に化学教育においては，必ずしも無害で
はない物質への曝露や，安全ではない実験操作を避けることはできない。また，危険な
物質や操作も，本質的な理解に基づく正しい取り扱いで安全・有用な技術として利用で
きることも，化学教育で扱うべき重要なテーマの一つである。
　本企画では，化学教育での安全を効果的・効率的に確保するために知っておくべきポ
イント（物質の安全管理・危険性表示についての最新の動向（国連GHS），諸外国の教
育現場での安全指針，実験での安全に関する知識・注意点など）について取り扱う。

ヘッドラインテーマ：化学教育と安全

　宮城教育大学は，明治 6（1873）年に設立された官立宮城師範学校を前身とし，
第二次世界大戦後の東北大学への併合を経て昭和 40（1965）年に独立して現在の
名称となり，本年創立 50 周年を迎えます。青葉山キャンパス正門のちょうど正面
に位置するこの 2号館の建物は昭和 43（1968）年に落成，中央にある時計台は平
成元（1989）年に設置されました。学生は一学年 345 名で，小学校・中学校の少な
くとも一方の教員免許取得資格を得て卒業します。特別支援学校や幼稚園，高等学
校の免許を取得する学生もいますが，小学校教員を養成するコースでも専門にかか
わらず全員に実験を必修として，理科が得意な教員の養成を目指しています。

表紙の言葉　宮城教育大学


